
■お問い合わせ先 

 

  

使 用 す る 教 材  

※データをお渡ししますので    
 学校で出力をお願いします 

※データをお渡ししますので    
 事前にご確認ください 

※当日シード   
 アドバイザー  
 が持参します 

児童用 教員用 シードアドバイザー用 

授 業 実 施 の 流 れ  

お申込み 
別紙の申込書（兼連絡票）をFAXにてお送りください 

実施情報の 
お知らせ 

授業実施日や栽培する野菜の品種など確定情報をお電話やFAXでお知らせします。 

教材お渡し 
児童用ワークシート、当日の進行スライドの教材データをCD-ROMもしくは 
メールにてお渡しします。 

授業実施 
シードアドバイザーがたねなどの資材を持参し伺います。 
先生とシードアドバイザーのティームティーチングで実施します。 

実施報告 
アンケート 
提出 

野菜の栽培後、シードアドバイザーと行った授業内容や栽培での児童の様子、 
および活動全体についての実施報告アンケートと、授業の画像のご提出にご協力
ください。 

シードアドバイザー名                     
携帯番号   -         -   メールアドレス           ＠ 

 

「たねのひみつをさぐろう!!」 
～元気に育って、おいしくなあれ～ 

進行スライド 
（シードアドバイザーパート） 

進行スライド（教員パート） ワークシート 

贈呈するもの：たね・ネームプレート 

※学校のパソコンを 
 お借りし映写します 
 お渡ししたデータを 
 パソコンにセットして 
 ご準備いただきます 

 

食育出張授業のご案内 

農作物の生産における 
たねやさんの役割について興味を持つ 

●たねやさんの仕事の 
  内容や工夫を知る 
●働く人の観察をしよう 
●働く人へインタビューをしよう 

※種苗店にて実施 
見学受入れ 

※オプション 

   小学３年生 理科｢たねをまこう｣と連動 無償 

自分で食べ物をつくることができる… 

他にどれほどあるでしょうか。 

たねとたねまきは、命を生み育む術であり、 

食べ物をつくる第1歩。 

子どもたちが食物が命からできることを知り、 

そして食へ感謝する心をもってほしいという願いを込めて 

開発した食育プログラムです。 

後援 農林水産省 

【 1.2 】 



対象 

３ 年生 

 小学校 

出張授業（45分） 

出 張 授 業 の 流 れ ( 4 5 分 ）  ■関連教科  理科｢たねをまこう｣～｢実ができたよ｣ 
       社会｢わたしたちのまち みんなのまち(農家の仕事)｣ 
       総合的な学習の時間 

■ねらい   ・植物の成長変化に興味をもち、愛情をもって植物を育てることを促す 
       ・植物やたねやさんへの興味・関心を高める 
       ・たねの専門家(シードアドバイザー)から直接、 
        植物を栽培するときの工夫やポイントを学ぶ 

プ ロ グ ラ ム の 特 徴  

たねのまき方を理解する 
世話のしかたを理解する 

食物が命からでき、植物の命に対する興味 
たね、たねまき、たねやさんを通じて知る 

たねまき～栽培  児童一人一人が大人の力を借りずに自分の野菜を栽培する 

※教員とシードアドバイザーによるティームティーチング形式で行います 

●すべての野菜はたねからできていることを理解させる  

●小さなたねにはたくさんの情報が詰まっていること 

   を理解させる  

まとめ（2分） 

植物（たね・苗）のふしぎ （5分） たねの観察（13分） 

●たねの観察をさせ、観察したたねを絵や文章で記録 

  させる 

＜使用教材＞ 

・進行スライド       ・ワークシート  
・贈呈するたね 

●どんな仕事（役割）をしているか紹介する 
●たねやさんから児童に育てる野菜のたねを贈呈 

  する         

たねやさんの役割 （10分） 

たねのまき方のポイントと世話のしかた （15分） 

●たねのまき方のポイントを演示をまじえて伝える 
●おいしく育てるために必要な世話の工夫やポイントを伝える 
●たねやさんよりメッセージを伝える 

 

＜使用教材＞ 

・進行スライド       ・ワークシート 
・演示用実物教材 

 
 
●実際にたねのプロの方にたねの販売や植え方を聞かせていただき、そこから野菜を作っている農家さんの話、   
 そしてそれを自分達が実際に食しているという話が食育、理科、社会、キャリア教育と今後の発展に 
 つながると感じました。 
 

●普段、教科書で教えている授業だけでは実現できない学びが深まる楽しい授業になった。 
 たねを植える時に子どもたちが自分の野さいのたねに好きな名前をつけたことで、よりたねに対して愛情が 
 わき、大切に世話をするという気持ちになった。 
 
●理科の｢たねまき｣の授業を通して、子どもたちは｢専門家ならではの知識と技能｣を教わるだけでなく、 
 新鮮な気持ちで植物と向き合うことができ、｢植物や植物の命に対する興味や関心｣までも引き出して 
 いただけたと感じました。 
 

プ ロ グ ラ ム 実 施 校 の 声  

教員実施 教員実施 

教員実施 

シードアドバイザー実施 

教員実施 

収穫～調理 野菜を収穫し調理～食して、植物の命をいただく 教員実施 

シードアドバイザー実施 

展開 内容 

導入 
5分 

１．はじめに 
  ・本時は種苗協会からシードアドバイザーを招いて、たねの勉強をすること 
   を伝える。 
 
2.  植物の不思議について 
 １）野菜のクイズを通して、植物への興味や関心を高める。 
  ・＜クイズ＞「これは何のたねだろう？」 
  ・小さなたねにはたくさんの情報が詰まっていることを理解させる。 
 
３．本時のめあての確認 
  ・おいしい野菜はたねからどのように育てられているのかについて 
   学ぶことを伝える。 
 
４．野菜を届けてくれる農家さんについて 

展開① 
10分 

５．シードアドバイザー自己紹介 
  ・教員からシードアドバイザーの紹介をする。 
 
６．たねやさんの役割について 
 
７．野菜のたねの贈呈式 
 １）たねやさんから児童に、 
   育てる野菜のたねを贈呈する。 
  ・<贈呈式>「プロのたねやさんからの 
         贈り物」 

展開② 
13分 

８．たねの観察をさせる 
 １）【ワークシート使用】 
   ・たねのスケッチをさせる。 
     ・どのような葉っぱがでてくるのかを 
    想像し、絵で表現させる。 
 ２）贈られたたねの育て方をシードアドバイザー 
   から説明してもらうことを伝える。 

展開③ 
15分 

９．たねのポイントと世話のしかたについて 
   １）<演示>「たねをまこう」 
    たねをまく土の深さ、土の量、 
    まいた後に土をおす力(加減)  
    がよく見える場所に集合させ、 
    たねまきの様子を演示する。 
 ２）【ワークシート使用】 
   ・たねをまくときのポイントを 
    ワークシートに記入させる。 
   ・お世話のポイントを伝え、 
    ワークシートに記入させる。 
 
10．秘伝の術 
   ・元気でおいしい野菜を育てるために大切なこと 
   「たね博士の秘伝の術」を伝える。 

まとめ 
2分 

11．本時の全体まとめ 

＜使用教材＞ 

・進行スライド     ・ワークシート     ・贈呈するたね 

＜使用教材＞ 

・進行スライド     ・ワークシート    ・演示用実物教材 
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